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ツクグロヨコバィはJヒ海道を除く我国に広く分布する多

化性の昆虫で,西南暖地ではとくに稲萎縮病のベクターと

しての重要性から,個体群動態に関する研究が進められて

きた。九州農試において調査をおこなった久野(1968)は本

種が他に類例を見ない程の密度安定化の機構を備え,ピー

ク世代密度の年次変動はきわめて少ないことを見出した

'その後,この調節機構は法橋(1972)に よって密度に依存し

た成虫の分散であると推定されているPま た高知農技研に

おける研究では,一定の密度以下ではクモ類による捕食が

密度調節に大きな役割を果しているとされている(Mn41
夕ια′, 1,78)'

一方,我国の北部地域では病気の媒介はほとんど問題と

ならないが, ピーク世代密度の年次差が大きくて不安定で

あり, しばしば大発生に導かれて吸汁害をもたらすことが

指摘されてきた(OTAKE.1966;腰 原, 1972な ど)2′ つ。
著者はこうしたツマグロヨコバィの発生様相の地域性を

明らかにするために,全国各地の誘殺記録の解析を試みた。

法

解析の資料は農林水産省果樹試験場の大竹昭郎虫害室長

のまとめられた“Annu31 TOt818 0f IDPortallt ticc Pest

ln80ctB Cauょ t in Light一 T,3ps in J3ppn"(1976, 未発

表 )を使用させていただいた。この資料には各県から1地

点,多 くは各県農試における 1949年以降の年間誘殺数が

記録されている。この資料の中から同一地点において10年

以上の記録のあるものを選び解析に用いた。個々の解析法

についてはそれぞれの個所で述べることにする。なお収集

された資料を提供してくださった大竹昭良g博士に対して厚

く感謝したい。

結       果

図 1に年間誘殺数の年次変動の代表的な 3つの型を示し

た。一番上のA型では,誘発数は 0か ら1,000,00o個 体近

くまで非常に大きな振幅を示す。この型の変動は分布の北

限に近い東北北部で見られる。真中の B型では,年次変動

は Aヘリょり小さくなっているが,平均誘殺数は多くなって
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図 : ツマグロヨコバィ年間誘殺数の年次変動数
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図 2 年間誘殺数の変動係数と誘殺地点の緯度との関係

いる。この型は東北南部と北陸において認められた。これ

ら以外の地域,すなわち関東以西では,一番下に示した C

型のように,年次変動も平均誘殺数も少ないことが特徴で
ある。

年次変動の特徴を全国にわたって明らかにするため,各

地点の年FH3誘殺数の変動係数 (標準偏差/平均値)を求め ,
各 トラップ地点の緯度に対してプロットした (図 2)。 結

果はいくつかの地域に分けて,異なる記号で示し,東北各県

については図中に県名も併記した。秋田では10年以上の資

料が 2地点であるため,秋田 1と 秋田 2と して区別した。

誘殺記録から見たツマグロヨコバイ個体数変動の地域性
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図に明らかなように,年間誘殺数の変動係数は南から北

の地域に向う程しだいに増加していった。東北は南部 3県

が北陸と同程度の値となったが,北部 3県は秋田 2の記録

を除いて,いずれも極めて大きな値となった。このことは

ツマグロヨコバイ誘殺数の年次変動が北へ向う程大きくな

り,特に分布北限に近い東北北部の 3県でこの傾向が著し

いことを意味している。

次に各 トラップにおける年次別の誘殺記録から,多い方

より5番目まで(多誘殺年とする)の平均値と,少ない方

より5番目まで (少誘殺年 )の平均値を求めた。図 3には

多誘殺年の平均誘殺数を各 トラップの緯度に対してプロッ

トして示した。

多誘殺年の誘殺数は図に見られるように,南から北に向

って増加したが,この傾向は東北南部で最大値に達した後

に逆転して,急激に誘殺量の非常に少ない東北北部地域へ

移行している。

図 4には少誘殺年の誘殺数の地理的な変化を同様に示し

た。結果のばらつきが大きいが,誘殺数は北に向って漸次

減少し,東北北部では顕著に低下した。

ツマグロヨコバイの年間誘殺数の変動性と誘殺程度には

明らかな地域性が認められた。誘殺数はかならずしもその

地方の圃場密度を正確に反映したものではないが,こ こで

得られた結果は,各地の発生様相に違いのあることを強く

示唆していると言えよう。先に述べたように,本種の個体

群は我国の西南暖地においては生物的な密度調節機構の働

きで安定し,一般に低い密度に維持されているのに対し,

北部地域へ移行するにつれて,気象条件に依存した特に冬

期越冬量の変動性が増し,また多発時における天敵などの

調節要因からのエスケ ープ現象が顕著になってくるものと

考えられる。東北南部はこの点で,南から北へ向う地理的

な傾向 (ク ライン)の頂点に位置づけられる。しかし東北

北部では,気象条件がさらに厳しくなるために,変動性は

増加するが,発生量は低いレベルに抑えられることが多く

なり,ついには冬期の高い死亡によって生息不能な地帯に

なるものと思われる。
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図3 多誘殺年 5年の平均誘殺数と誘殺地点の緯
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